




 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１．べん毛モーターの模式図と MotA４分子からなる複合体の立体構造 
（Ａ）べん毛モーターの模式図。多くの細菌は細胞表面から生えた繊維（べん毛）をスクリ

ューのように回転させることで、泳ぐための推進力を生み出す。根元には回転モーター（べ

ん毛モーター）が存在し、モーターの駆動部は回転子と固定子から構成され、固定子の中を

通って細胞内に流入するイオンのエネルギーを、固定子と回転子との間の相互作用によって

回転力へと変換する。 
（Ｂ）本研究から明らかになった MotA 複合体の立体構造。多数の電子顕微鏡像の画像解析

により構造を決定した。界面活性剤の皮膜をまとった“膜貫通領域”と、トゲ状の突起を持つア

ーチ状の“細胞質領域”の二つの領域からなる。立体密度マップ中にリボン表示した分子モデ

ルは、先行研究において分子動力学シミュレーションにより導き出された MotA の膜貫通領

域モデル。 
 
 




